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１．授業のねらい・概要 

  精神看護学の基礎となる，精神医学の基礎的な知識（精神症状および精神状態像）を把握し，代表的な精神障害につい

て，病態，症状，経過，診断，治療，看護等の概略を理解し，精神の健康問題をもつ人への看護を展開するための知識と

方法を理解する。 

 

２．到達目標 

  １．精神症状について理解できる。 

２．主な精神疾患の治療と看護が理解できる。 

３．精神障害の治療法について理解できる。 

４．精神科リハビリテーションについて理解できる。  

５．精神障害者の家族支援・家族看護について理解できる。  

６．精神疾患患者の看護過程が理解できる。  

 

３．授業の進め方 

  講義（遠隔動画）と対面授業で進める。 

 

４．授業計画  

１．主な精神疾患・障害の特徴と看護 ①神経症性障害,

ストレス関連障害 

２．主な精神疾患・障害の特徴と看護 ②パーソナリティ

障害，心理的発達障害 

３．主な精神疾患・障害の特徴と看護 ③精神作用物質使

用による精神・行動の障害 

４．主な精神疾患・障害の特徴と看護 ④生理的障害，身

体的要因に関連した行動症候群 

５．主な精神疾患・障害の特徴と看護 ⑤統合失調症  

６．主な精神疾患・障害の特徴と看護 ⑥気分（感情）障 

  害 

７．精神科におけるリハビリテーション 

８．精神疾患・障害がある者への看護① 家族への看護 

９．精神疾患・障害がある者への看護② 社会復帰・社 

会参加への支援 

10．安全を守る：リスクマネジメントの考え方と方法 

11. 看護過程① 精神看護学における看護過程の特徴と

アセスメント 

12．看護過程② 演習：事例・分類 

13．看護過程③ 演習：事例・アセスメント  

14．看護過程④ 演習：事例・アセスメント 

15．看護過程⑤ 演習：まとめ 

 

５．成績評価の方法・基準 

  授業中の態度・提出物（10％），定期試験（90％）を総合して評価する。 

 

６．テキスト・参考文献 

系統看護学講座 精神看護学 1 精神看護の基礎 医学書院 

系統看護学講座 精神看護学 2 精神看護の展開 医学書院 

 

７．準備学習に必要な時間，又はそれに準じる程度の具体的な内容 

  テキストの予習（30分程度）をしておくこと。 

 

８．受講上の留意事項 

  遠隔授業：１回分の内容を最後まで見ること（オンデマンド型） 

 対面授業：主体的，意欲的な授業への参加が重要である。遅刻や授業中の私語，授業中に授業に関連する作業以外の行

動は，参加態度として評価の対象とするので注意すること。 

 

９．課題に対するフィードバックの方法 

  試験実施の際に傾向や解答を口頭で説明するか試験実施後解答を掲示する。 

 

10．卒業認定・学位授与の方針と当該授業科目との関連 

  必修科目であり，修得できない場合、進級不可となる。 

 

11．実務経験のある教員等による授業科目 

  医療機関における看護師としての実務経験を活かして，講義・演習を行う。 

 


